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公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

平
成
31
年
度
訓
練
生
募
集
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
や
確
定
申

告
書
の
提
出
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除
の
適
用
を

受
け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
分
以
後
は
、
外
国
の
制
度
に
基

づ
き
国
外
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
年
金
な
ど
源
泉
徴

収
の
対
象
と
な
ら
な
い
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
佐
久
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

（
電
話
０
２
６
７
・
６
７
・
３
４
６
２
）。

▽
日
時　

１
月
７
日
（
月
）、
８
日
（
火
）

▽
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

▽
場
所　

小
諸
商
工
会
議
所
３
階
研
修
室

▽
相
談
料　

無
料

▽
持
ち
物　

源
泉
徴
収
簿
、
給
与
台
帳
、
７
月
10
日

ま
で
に
納
め
た
源
泉
税
納
付
書
（
必
ず
持
参
）、
扶

養
控
除
等
（
異
動
）
及
び
保
険
料
控
除
の
申
告
書
と

配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
、
保
険
料
の
証
明
書
、
印

鑑
、
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）（
個
人
用
）

　

問
い
合
わ
せ
は
当
所
（
０
２
６
７
・
２
２
・
３
３

５
５
）
へ
。

年
末
調
整
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

▽
日
時　

２
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
午
後
５

時
半

▽
会
場　

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
）

▽
定
員　

30
人
（
事
前
申
込
受
付
）

▽
参
加
費　

無
料

・
セ
ミ
ナ
ー
「
人
材
育
成
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向

け
て
」

・
公
的
支
援
制
度
の
ご
紹
介
と
活
用
の
ご
提
案

・
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

長
野
）
の
視
察　

・
よ
ろ
ず
相
談
会
（
事
前
申
込
み
必
要
）　

第
１
回
企
業
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

▽
対
象
者　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

で
、
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
ソ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス
）
を
利

用
し
て
設
計
に
取
り
組
も
う
と
す
る
方
。

▽
日
時　

２
月
８
日
（
金
）、
２
月
９
日
（
土
）
の

９
時
～
17
時
（
７
時
間　

全
14
時
間
）

▽
会
場　

佐
久
技
術
専
門
校
（
２
階
多
目
的
室
）

▽
講
師　

Ｔ
ｒ
ｅ
ｓ
ｏ
l
代
表　

藤
岡
潤
一
氏

▽
募
集　

７
人
（
先
着
順
）

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
講
座
の
お
知
ら
せ

▽
受
講
料　

４
千
円

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓

▽
講
座
内
容　

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
本
操
作
、
モ
デ

リ
ン
グ
実
習
、
ア
セ
ン
ブ
リ
実
習
、
２
次
元
図
面
へ

の
変
換
実
習
、
モ
デ
リ
ン
グ
応
用
実
習
、
総
合
的
復

習▽
締
切　

１
月
18
日
（
金
）

▽
申
し
込
み　

長
野
県
佐
久
技
術
専
門
校
・
小
林（
電

話
０
２
６
７
・
６
２
・
０
５
４
９
）。

　

昨
年
５
月
以
降
、
雇
用
保
険
手
続
き
の
際
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
、
添
付
が
必
要
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
な
届
出

①
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届（
様
式
第
２
号
）

②
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届（
様
式
第
４
号
）

③
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・（
初

回
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
（
様
式
第

33
号
の
３
）

④
育
児
休
業
給
付
受
給
資
格
確
認
票
・（
初
回
）
育

児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
33
号
の
５
）

⑤
介
護
休
業
給
付
支
給
申
請
書（
様
式
第
33
号
の
６
）

■
個
人
番
号
登
録
・
変
更
届
の
添
付
が
必
要
な
届
出

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
未
届
の
者
に

係
る
届
出
等
で
あ
る
場
合
）

⑥
雇
用
継
続
交
流
採
用
終
了
届（
様
式
第
９
号
の
２
）

⑦
雇
用
保
険
被
保
険
者
転
勤
届
（
様
式
第
10
号
）

⑧
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
（
様
式
第
33

号
の
３
の
２
）

⑨
育
児
休
業
給
付
金
支
給
申
請
書
（
様
式
第
33
号
の

５
の
２
）

　

問
合
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
（
電
話

０
２
６
７
・
６
２
・
８
６
０
９
）。

雇
用
保
険
手
続
き
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
る
働
き
方
改
革
関

連
法
で
は
、「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」、「
年
次

有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
」、「
正
規
雇
用
労
働
者
と

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁

止
」
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
改
正
点
の

ポ
イ
ン
ト
や
企
業
が
求
め
ら
れ
る
対
応
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

▽
テ
ー
マ　

働
き
方
改
革
関
連
法
と
労
務
管
理　

-

押
さ
え
て
お
き
た
い
実
務
対
応
-

▽
講
師　

笹
渕
・
友
野
合
同
事
務
所　

特
定
社
会
保

険
労
務
士　

笹
渕
浩
一　

氏

▽
日
時　

１
月
21
日
（
月
）
13
時
半
～
15
時
半

▽
会
場　

上
田
合
同
庁
舎
６
階
講
堂

　

申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
東
信
労
政
事
務
所（
電

話
０
２
６
８
・
２
５
・
７
１
４
４
）。

労
務
管
理
改
善
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
ご
案
内

　

問
合
せ
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
訓
練
課

（
０
２
６
・
２
４
３
・
７
８
０
５
）。

　

佐
久
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
今
年
４
月
に
入
校

す
る
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

技
能
職
人
に
必
要
な
知
識
を
専
門
の
講
師
に
、

技
能
を
経
験
豊
か
な
職
業
訓
練
指
導
員
か
ら
学

び
、
即
戦
力
と
な
る
技
能
士
に
育
て
上
げ
て
修
業

さ
せ
ま
す
。

【
普
通
課
程
募
集
科
】

①
建
築
施
工
系
木
造
建
築
科
②
木
材
加
工
系
木
工

科
③
建
築
仕
上
系
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科
④
塗
装

系
建
築
塗
装
科
⑤
設
備
施
工
系
配
管
科
（
各
科
）

10
人
（
最
少
開
講
人
数
３
人
）

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
】　

10
人
（
最
少
開
講
人
数

５
人
）

【
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
】　

５
人
（
最
少
開
講
人
数
３
人
）

▽
募
集
期
間　

１
月
31
日
（
木
）

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
佐
久
高
等
職
業
訓

練
校
（
０
２
６
７
・
６
２
・
２
２
７
６
）。
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小諸商工会議所　掛川興太郎 会頭

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は　

ご
健
勝
に
て
希
望
に
輝
く
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
、
小
諸
商
工
会
議
所
の
事
業
活

動
に
対
し
、
心
温
ま
る
ご
理
解
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
日
本
列
島
は
、
各
地
で
大
地
震
や
豪

雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
緩
や

か
に
改
善
し
て
き
た
わ
が
国
経
済
は
、
夏
場

以
降
、
米
中
貿
易
戦
争
に
代
表
さ
れ
る
保
護

主
義
の
台
頭
や
地
政
学
リ
ス
ク
が
顕
在
化
、

中
国
経
済
が
減
速
す
る
中
で
輸
出
環
境
の
変

化
な
ど
に
懸
念
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

少
子
化　

高
齢
化
と
と
も
に
進
む
人
口
減
少

は
、
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪
い
、

小
諸
に
お
い
て
も
、
人
手
不
足
や
後
継
者
不

在
が
続
く
中
、
今
年
は
、
４
月
に
働
き
方
関

連
法
案
の
改
正
・
施
行
、
10
月
に
は
消
費
税

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

英
国
の
政
治
家　

ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ

ー
チ
ル
は
「
悲
観
主
義
者
は
あ
ら
ゆ
る
機
会

（
チ
ャ
ン
ス
）
の
中
に
困
難
を
見
出
す
。
楽

織
の
継
続
発
展
の
た
め

　
勇
気
と
智
恵
を
も
っ
て
行
動

組観主
義
者
は
あ
ら
ゆ
る
困
難
の
中
に
機
会
を

見
出
す
」
と
い
う
前
向
き
で
楽
観
的
な
考
え

の
下
、
幾
多
の
課
題
や
困
難
に
立
ち
向
か
い

乗
り
越
え
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
私
達
も

参
考
と
す
べ
き
と
こ
ろ
が　

大
い
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
小
諸
商
工
会
議
所　

現

体
制
と
し
て
３
年
目
、
活
動
の″
ま
と
め
〟

産
性
向
上
対
応
、
働
き
方
関
連
法
案
や
消
費

税
対
応
に
つ
い
て
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
、
小
諸
で
中
部
横
断
自

動
車
道
経
済
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
当

所
で
共
済
事
業
を
始
め
50
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
に
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

組
織
が
継
続
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

提
言
活
動
な
ど
組
織
と
し
て
守
り
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
一
方
、
過
去
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く　

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
れ
ら
を
、
平
静
に
見
極
め
、
勇
気
と
智
恵

を
も
っ
て
行
動
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

小
諸
を
は
じ
め
佐
久
地
域
は
、
他
県
か
ら

の
移
住
希
望
者
が
多
い
地
域
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
故
郷
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、
会

員
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
小
規
模
事
業
者
の
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
そ
し
て
元
気

な
小
諸
の
た
め
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に　

全
力

で
活
動
を
続
け
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
成
が
終
わ
り
、
新
し
い
時
代

が
幕
を
開
け
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
希
望
に
満
ち
、
明
る
く
実
り
多
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ　

新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

と
と
も
に　

次
へ
向
け″
準
備
〟
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。
計
画
達
成
努
力
と
と
も
に
、
現

行
事
業
の
継
続
等
を
見
極
め
つ
つ
、
引
続
き
、

委
員
会
・
部
会
・
青
年
部
・
女
性
会
な
ど
の

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
創
業
や
事
業

承
継
支
援
を
は
じ
め
相
談
業
務
の
深
化
、
浅

産
協
な
ど
広
域
連
携
の
進
展
、
小
諸
市
や

議
会
は
じ
め
諸
団
体
と
の
連
携
強
化
、
Ｉ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
活
用
等
に
よ
る
人
手
不
足
対
策
や
生

Voice to the future
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御
幸
町
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
製
造

販
売
の
「
信
州
わ
ん
に
ゃ
ん
食
工

房
」（
重
岡
克
哉
代
表
）
が
、
ペ

ッ
ト
フ
ー
ド
の
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の

販
売
を
始
め
た
。

　

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
は
、「
り
ん
ご

の
ド
ラ
イ
サ
ラ
ダ
」、「
キ
ャ
ベ
ツ

の
ド
ラ
イ
サ
ラ
ダ
」、「
り
ん
ご
の

肉
厚
ジ
ャ
ー
キ
ー
」、「
レ
タ
ス

の
ド
ラ
イ
サ
ラ
ダ
」、「
お
野
菜

た
っ
ぷ
り
鹿
肉
入
り
お
や
つ
」
の

５
種
類
。
各
１
袋
ず
つ
で
化
粧
箱

入
り
、
送
料
込
み
で
３
５
０
０
円

（
税
込
）。
ペ
ッ
ト
へ
の
特
別
な

ご
褒
美
や
誕
生
日
な
ど
に
活
用
し

た
り
、
ギ
フ
ト
で
送
る
こ
と
も
可

能
。

　

同
店
は
、
信
州
産
の
農
産
物
や

野
生
鳥
獣
の
肉
を
人
用
基
準
で
製

造
加
工
し
た
ペ
ッ
ト
用
補
助
食
品

を
販
売
し
て
い
る
。

　

重
岡
代
表
は
、「
地
域
資
源
を

活
用
し
た
安
心
安
全
か
つ
お
い
し

い
商
品
。
愛
犬
、
愛
猫
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
の
「
ヤ
フ
ー
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
」（https://store.

shopping.yahoo.co.jp/
sinshu-wannyan/

）
の
ほ

か
、
市
内
で
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
停
車
場
ガ
ー
デ
ン
（
電
話

２
４
・
２
５
２
５
）
で
購
入
で
き

る
。

　

ペ
ッ
ト
用
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
を
販
売

    
　
　
信
州
わ
ん
に
ゃ
ん
食
工
房

活力ある事業所情報

　

南
町
の
村
松
商
店
（
村
松
モ
リ

代
表
）
は
、
精
米
機
や
色
彩
選
別

機
、
石
抜
き
機
な
ど
６
種
類
の
新

機
器
を
導
入
し
た
。

　

全
機
種
の
導
入
か
ら
設
置
ま
で

を
含
め
た
総
費
用
約
１
１
０
０
万

円
の
う
ち
、
約
６
５
０
万
円
は
国

の
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
を
活

用
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
精
米
機
「
研
削
摩

擦
低
温
精
米
機
」
は
、
精
米
し
に

く
い
米
も
安
定
し
て
精
米
で
き

る
ほ
か
、
米
が
機
械
内
に
残
ら
な

い
た
め
作
業
効
率
ア
ッ
プ
な
ど
の

利
点
が
多
い
と
い
う
。
以
前
の

機
械
に
比
べ
る
と
摩
擦
圧
力
が
少

な
く
、
米
割
れ
が
少
な
い
上
に

米
自
体
へ
の
摩
擦
熱
を
そ
こ
ま

で
帯
び
な
い
た
め
酸
化
が
防
げ

る
。
そ
の
た
め
米
に
水
分
を
多

く
保
ち
、
炊
き
上
が
り
は
瑞
々

し
く
も
っ
ち
り
と
し
、
舌
触
り

の
良
い
白
米
に
炊
き
上
が
る
。

　

新
設
備
で
の
精
米
は
30
キ
ロ

１
袋
で
８
５
０
円
か
ら
。「
コ

イ
ン
精
米
よ
り
高
め
だ
が
、
同

じ
米
で
も
こ
れ
だ
け
違
う
の
か

と
い
う
炊
き
あ
が
り
を
賞
味
く

だ
さ
い
」
と
同
店
の
村
松
丈
徳

さ
ん
。

低
温
精
米
機
を
導
入

　
　
　   

　
　
　
村
松
商
店

●小諸市南町１- ２- ３　●ＴＥＬ：22- ３４００　●営業時間　９時～ 18 時　●定休日：日曜、祝日、盆、年末年始
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相
生
町
の
判
光
堂
印
舗
（
大
柄

富
義
代
表
）
は
、
印
鑑
製
作
現
場

と
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
。
印
鑑

製
作
を
間
近
で
見
学
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
た
。

　

印
鑑
の
使
用
頻
度
の
減
少
や
、

カ
タ
ロ
グ
や
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
の

販
売
手
法
が
拡
大
し
、
専
門
店
の

需
要
は
減
少
傾
向
。
こ
う
し
た
流

れ
の
中
で
も
、
同
店
は
手
彫
り
の

印
章
技
術
を
全
面
に
押
し
出
し
て

い
る
。

　

職
人
と
し
て
の
技
術
を
磨
い
た

大
柄
代
表
は
、
こ
れ
ま
で
も
数
多

く
の
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
て

き
た
。

　

今
回
の
改
修
工
事
で
、
来
店

客
が
印
材
を
手
に
取
っ
て
選
ぶ

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
ほ
か
、

陳
列
棚
の
ガ
ラ
ス
を
ア
ク
リ

ル
戸
に
代
え
て
安
全
性
が
増
し

た
。

　

大
柄
代
表
は
、「
印
鑑
は
あ

ま
り
買
い
替
え
る
こ
と
の
な
い

一
生
も
の
な
の
で
、
自
分
に
合

っ
た
良
い
も
の
を
選
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。
※
「
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

を
活
用

印
鑑
製
作
の
見
学
ス
ペ
ー
ス
開
設

　
　  

　
　
　
判
光
堂
印
舗

掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　

西
原
の
「
神
田
」（
長
﨑
地
伃

子
社
長
）
は
、
多
目
的
に
利
用
で

き
る
「
サ
ロ
ン
藍
」
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

同
社
の
不
動
産
賃
貸
、
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
事
務
所
が
あ
る
ビ
ル
１

階
を
改
装
。
各
種
会
合
や
趣
味
の

集
ま
り
な
ど
に
利
用
で
き
る
約
30

人
収
容
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
と
を
無
料
で
貸
し
出
し
、
そ

の
際
の
駐
車
場
も
完
備
し
て
い

る
。

　

女
性
の
利
用
を
意
識
し
た
雰
囲

気
。
サ
ロ
ン
内
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
「
死
海
の
塩
」
を
原
料
に
使
っ

た
化
粧
品
で
、
免
税
店
や
世
界
の

有
名
デ
パ
ー
ト
で
扱
っ
て
い

る
「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
」
の
無

料
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
画
家

の
倉
林
愛
二
郎
の
油
絵
も
展

示
。「
絵
画
に
し
て
ほ
し
い

写
真
が
あ
れ
ば
倉
林
画
家
に

特
別
に
描
い
て
も
ら
う
こ
と

も
可
能
」
と
い
う
。

　
「
地
域
の
人
の
交
流
の
場

所
と
し
て
、
気
軽
に
使
っ
て

ほ
し
い
」
と
長
﨑
社
長
。
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
は

事
前
予
約
が
必
要
。

「
サ
ロ
ン
藍
」
を
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
神 

田

●小諸市相生町３- １- ６　●ＴＥＬ：22- ０７３９　●営業時間：９時～ 18 時半　●日曜定休

●小諸市大字西原５- ５小諸ハイタウン１階　●ＴＥＬ：26-0386　●営業時間　10 時～ 18 時　●不定休
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◆
総
務
企
画
委
員
会

12
月
３
日
（
月
）
正
午
～

・
臨
時
議
員
総
会
及
び
新
年
祝
賀
パ
ー

　

テ
ィ
ー
に
つ
い
て

・
新
年
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

・
表
彰
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

◆
建
設
委
員
会

12
月
５
日
（
水
）
午
後
６
時
～

・
来
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

◆
経
済
環
境
委
員
会

12
月
11
日
（
火
）
午
後
５
時
半
～

・
来
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

◆
商
業
委
員
会

12
月
11
日
（
火
）
午
後
６
時
半
～

・
視
察
研
修
に
つ
い
て

・
来
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

◆
工
業
委
員
会

12
月
12
日
（
水
）
午
後
６
時
半
～

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
に
つ

　

い
て

・
各
事
業
報
告
に
つ
い
て

◆
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
特
別
委
員
会

12
月
３
日
（
月
）
午
後
５
時
半
～

・
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

・
小
諸
市
エ
リ
ア
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

推
進
協
議
会
か
ら
の
報
告

◆
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会

12
月
13
日
（
木
）
午
後
６
時
～

・
反
省
会

委員会だより 12 月の議題

　

当
所
が
開
講
し
た
今
年
度

の
「
小
諸
創
業
塾
」
が
修
了

し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
、
公
開
講
座
を
含
む
全
７

回
13
講
座
を
開
講
。
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
、
経
営
、
資
金
調

達
、
人
材
育
成
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
戦
略
、
営
業
、
販
売

な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
顧
客

獲
得
に
関
す
る
実
践
力
を
養

成
。
創
業
の
土
台
を
築
き
上

げ
、
実
際
の
事
例
を
交
え
な

が
ら
戦
略
的
な
側
面
も
学
ん

だ
。
17
人
の
申
込
者
の
う
ち

12
人
が
ほ
ぼ
全
て
の
講
座
を

受
講
。「
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」「
実
践
的
な
話

が
わ
か
り
や
す
く
ま
た
受
講

し
た
い
」「
創
業
塾
で
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
活
用
し
て
い

き
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。

　

ま
た
、
創
業
塾
の
修
了
を

受
け
、当
所
商
業
委
員
会
（
小

林
敬
志
委
員
長
）
は
受
講
生

か
ら
第
３
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
出
店
者
を
募
集
。
次

　

今
年
10
月
よ
り
、
消
費
税
が
10

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
更
に
軽
減

税
率
と
い
う
新
た
な
シ
ス
テ
ム
も

導
入
予
定
で
あ
る
こ
と
を
受
け
、

当
所
は
「
消
費
税
軽
減
税
率
対
策

窓
口
相
談
等
事
業
」
と
し
て
11
月

末
、「
補
助
金
を
活
用
し
て
消
費
税

率
引
き
上
げ
・
軽
減
税
率
導
入
に

備
え
よ
う
！
」
と
題
し
セ
ミ
ナ
ー

を
開
い
た
。

　

講
師
は
、
中
小
企
業
診
断
士
の

櫃
間
霞
氏
。
櫃
間
氏
は
、「
導
入
に

「
小
諸
創
業
塾
」
修
了

年
度
５
月
か
ら
当
会
館
１
階

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
へ

出
店
し
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
。

な
お
、
２
期
生
の
「
癒
し
の

空
間　

ま
ほ
ろ
ば
」
は
12
月

10
日
を
も
っ
て
当
会
館
で
の

営
業
を
終
了
し
、
赤
坂
の
新

店
舗
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。

�

受
講
者
17
人�

実
践
的
内
容
が
好
評

向
け
て
事
前
準
備
が
重
要
」
と
指

摘
。
消
費
税
率
引
き
上
げ
と
軽

減
税
率
導
入
の
経
緯
や
概
要
を
説

明
。
こ
れ
に
合
わ
せ
た
「
軽
減
税

率
対
策
補
助
金
」、「
今
日
か
ら
始

め
る
申
請
準
備
」
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
。」

　

参
加
者
か
ら
は
、「
早
目
の
対

策
を
考
え
て
は
い
た
が
、
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
生
か
し
て
さ

っ
そ
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

「導入前の事前準備を」
軽減税率対策でセミナー

　当所主催の「新年祝賀パーティー」は 29 日（火）午後５時 45 分から、
小諸グランドキャッスルホテル３階「鳳凰の間」で開きます。
　 会 費 は 1 人 ２ ０ ０ ０ 円。 お 申 込 み、 お 問 い 合 わ せ は 当 所（22 －
３３５５）までお願いします。
　また午後４時から２階「孔雀の間」で、落語家の立川談慶氏を講師に
お招きし、「落語力から人間力」を演題に新年セミナーと落語をご披露い
ただきます。入場は無料で一般の方もご参加できますので、こちらもご
参加をお待ちしております。

新年祝賀パーティー参加者募集
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平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　

本
年
、
商
工
会
議
所
が
取
り

組
む
べ
き
も
の
と
し
て
、
以
下
の

課
題
を
掲
げ
、
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、「
人
手
不
足
へ
の

対
応
と
生
産
性
向
上
」
に
向
け
た

取
り
組
み
で
す
。
人
手
不
足
が
中

小
企
業
の
最
大
の
経
営
課
題
と
な

っ
て
い
る
今
、
人
材
の
確
保
・
定

着
や
生
産
性
の
向
上
に
最
優
先
に

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
経
営
者

の
「
気
づ
き
」
を
促
し
、
身
の
丈

に
合
っ
た
形
で
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
を
身
近
な
経
営
改
善
に
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
す
そ
野
の
広

い
支
援
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
中
小
企
業
の
活
力

強
化
と
地
方
創
生
」
へ
の
取
り
組

み
で
す
。
地
域
に
お
い
て
中
核
と

な
る
企
業
の
存
続
と
新
た
な
創
業

は
、
そ
の
ま
ま
地
域
の
活
性
化
と

わ
が
国
の
成
長
に
つ
な
が
る
極
め

て
重
要
な
課
題
で
す
。
引
き
続
き

円
滑
な
事
業
承
継
、
創
業
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

農
商
工
連
携
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
観
光
振
興
、
中
小
企
業
の
海

外
展
開
な
ど
、
域
外
需
要
の
獲
得

と
真
の
地
方
創
生
に
向
け
て
さ
ら

に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

３
点
目
は
、
２
０
１
９
年
10
月

１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
消
費

税
率
引
き
上
げ
」
へ
の
対
応
で
す
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
前
後
の
需
要

変
動
に
対
す
る
平
準
化
対
策
に
関

し
て
は
、
取
引
価
格
へ
の
円
滑
な

価
格
転
嫁
が
大
前
提
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
中
小
事
業
者
へ
の
十

分
な
配
慮
と
支
援
が
必
要
で
す
。

ま
た
軽
減
税
率
に
関
し
て
は
、
導

入
ま
で
残
り
１
年
を
切
っ
て
い
る

中
で
、
日
本
と
し
て
初
め
て
の
経

験
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
刻
も
早

く
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
商
工
会

議
所
で
説
明
会
・
相
談
会
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
国

と
の
連
携
を
密
に
し
、
広
報
活
動

や
事
業
者
か
ら
の
相
談
な
ど
に
取

り
組
み
、
事
業
者
の
円
滑
な
対
応

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
日
本
商
工
会
議
所
は

「
未
来
を
拓
く
商
工
会
議
所
」
と
し

て
、
全
国
５
１
５
商
工
会
議
所
の

み
な
ら
ず
、
青
年
部
、
女
性
会
と

の
連
携
も
今
ま
で
以
上
に
強
化
し
、

前
述
の
課
題
解
決
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
企
業
、
地
域
、
ひ
い
て

は
日
本
経
済
の
持
続
的
成
長
の
実

現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

小
諸
市
長�

小
泉�

俊
博

日
本
商
工
会
議
所
会
頭�　

三
村�

明
夫

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
の
小
諸
市
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は

９
月
に
複
合
型
中
心
拠
点
誘
導
施

設
基
本
計
画
を
公
表
い
た
し
ま
し

た
。
福
祉
や
子
育
て
に
関
す
る
施

設
、
商
業
施
設
や
公
共
交
通
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
公
共
駐
車
場
か
ら
な
る

複
合
型
施
設
整
備
と
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
含
め
た

「
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
行
く
た
め
の
計
画
で
す
。

市
内
全
域
の
メ
リ
ッ
ト
に
繋
が
る

取
組
み
と
し
て
、
平
成
32
年
末
の

完
成
を
め
ざ
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

続
い
て
、
８
月
末
に
は
浅
間
山

の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
２
か
ら
１

へ
引
き
下
げ
ら
れ
、
雄
大
な
自
然

遺
産
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
高
峰
高

原
を
拠
点
に
し
た
「
浅
間
山
麓
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
」
も
、

多
く
の
競
技
団
体
や
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
に
引
き
続
き
活
用
し
て
頂

き
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の
皆
様

の
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

さ
ら
に
地
域
経
済
へ
の
波
及
も
視

野
に
、
小
諸
商
工
会
議
所
や
関
係

団
体
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
も
頂
き
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

若
者
や
子
ど
も
を
巡
る
取
組
み

で
は
、
大
学
生
の
企
画
・
運
営
に

よ
る
「
第
２
回
こ
も
ろ
映
画
祭
」

が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
児
童
生
徒

に
よ
る
「
音
楽
の
ま
ち
・
こ
も
ろ

作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
、
一
昨
年

に
続
き
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
小
諸
で

起
業
や
新
規
事
業
の
立
上
げ
な
ど
、

若
い
世
代
が
夢
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
み
ん
な
の
夢

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

ｉ
ｎ
小
諸
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を

一
過
性
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

将
来
を
担
う
若
者
や
子
ど
も
た
ち

が
、
自
分
が
暮
ら
す
小
諸
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
、
大
切
に
育
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
小
諸
に
必
要
な
の
は
、「
無

い
こ
と
を
嘆
く
」
の
で
は
な
く
「
有

る
も
の
を
活
か
す
」
と
い
う
プ
ラ

ス
へ
の
発
想
転
換
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
小
諸

の
魅
力
に
気
付
き
、
心
ひ
と
つ
に

汗
を
流
せ
ば
、
必
ず
や
小
諸
に
元

気
と
誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る
と
確
信
し
、
本
年
も
挑
戦
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新年のご挨拶
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平
素
は
女
性
会
の
運
営
に
対
し

ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
年
頭
に
あ

た
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
諸
を
会
場
に
東
信

三
商
工
会
議
所
女
性
会
主
催
の
「
若

手
後
継
者
等
育
成
事
業
」
講
演
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
食
文
化
史
研
究
家
の

永
山
久
夫
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
長
寿
村
で
発
見
し
た
長
寿
食
」
と

題
し
、
健
康
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い

て
食
を
通
し
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

を
企
画
し
、
盛
会
の
内
に
終
了
で

き
ま
し
た
。
皆
様
の
御
協
力
に
対

し
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
に
よ
り
、「
福
祉
施
設
へ
タ

オ
ル
の
寄
贈
」、「
高
峰
高
原
の
外

来
種
駆
除
」、「
ド
カ
ン
シ
ョ
」
へ

の
参
加
、「
打
ち
水
」、「
ノ
ル
デ

女
性
会
会
長　

田
澤�

幸
枝

　

昨
年
は
我
々
青
年
部
の
活
動
に

対
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
年
頭
に
あ
た
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

さ
て
、
今
年
度
は
「
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ

ュ
ー
イ
ン
グ
」
を
6
月
に
開
催
し
、

３
５
０
人
程
の
来
場
が
あ
り
、
地

元
の
若
者
を
中
心
に
大
い
に
交
流

を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

　

９
月
に
は
、
青
年
部
会
員
で
も

あ
る
「
大
塚
酒
造
」
の
大
塚
白
実

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
若
手
女
性

杜
氏
に
学
ぶ
日
本
酒
の
味
わ
い
方
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
佐
久
や
上
田
の
青
年
部
の
皆

さ
ん
も
招
き
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
働
き
方
改
革
に
関
す

青
年
部
会
長　

花
岡�

克
明

新年のご挨拶

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
・
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」、「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」

の
実
施
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会「
岩
手
総
会
」へ
の
参
加
、

埼
玉
県
行
田
市
・
川
越
市
へ
視
察

見
学
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
会
員
相
互
の
連
携

を
密
に
し
、
新
た
な
年
へ
の
歩
み

を
始
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様

の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご
繁
栄
を
お

祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

る
研
修
や
「
小
諸
人
グ
ッ
ズ
」
の

開
発
や
販
売
な
ど
積
極
的
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。 

　

小
諸
商
工
会
議
所
青
年
部
は
普

段
接
点
の
な
い
異
業
種
の
若
手
と

の
交
流
や
研
修
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
小
諸
の
未
来
を
担
う
若
者

の
育
成
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
数
の
減
少
も
課
題
の
一
つ
で
、

是
非
沢
山
の
方
に
入
会
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　謹んで新春をお祝い申し上げます。
　会員の皆様には、旧年中は小諸商工会議所
制度を通じまして、弊社業務に格別なるご高
配を賜り厚く御礼申し上げます。
　小諸分室社員一同皆様の視点に立ったサー
ビスの更なる向上に取り組み、身近で信頼さ
れる共済制度を目指して参りますので、本年
も引き続きご愛顧を賜りますようお願い申し
上げます。
　本年も会員事業所の皆様にとりまして、ご
発展とご繁栄の年となりますことを心から祈
念致しまして、年頭のご挨拶とさせていただ
きます。

※新任のご紹介　上田営業所から佐久営業所へ転勤となりました中村琢磨副長です。会員事業所の皆様よろしくお願い申し上げます。

アクサ生命保険株式会社　長野支社 佐久営業所小諸分室（TEL.0267-23-7862)
・所長　新津たつ美　・副長　中村琢磨　・営業主任　櫻井幸子　・推進員　佐野雅子　上原正一
　竹花真弓　丸山和孝　森住早苗　柳田佳宏　中原圭子
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〈調査の概要〉
　この調査は、小諸市内の中小企業 200 社を対象に、
平成 30 年 10 月から 12 月までの期間の景気動向につ
いて書面調査を行ったものである。本調査は回答のあ
った調査票を元に、今期の状況と来期の見通しについ
て売上、経常利益をお天気マークでそれぞれ表示した。
　※Ｄ・Ｉとは、ディフュージョン・インデックス
(Diffusion Index) の略で、｢増加｣・｢好転｣ したなど
とする企業割合から、｢減少｣・｢悪化｣ したなどとする
企業割合を差し引いた値である。

〈業種別回答率〉
◎回答企業数及び業種内訳 200 企業
・製造業 45 企業、建設業 40 企業、卸売業 25 企業、
小売業 40 企業、サービス業 50 企業
・回答企業数 94 企業（回答率 47.0％）

〈概要〉
　今回は、働き方改革への対応について会員企業の皆
様にアンケートにてお伺いしました。
　・改革の趣旨は理解しており、既に取り組みを具体
化させている　 8 社
　・現在の段階では取り組んでいないが、今後取り組
んでいく予定である　27 社
　・必要性を感じず、効果も期待できないことから、
取り組む予定はない　11 社　
　※「働き方改革」についてのご意見等があればお書
きください。
　取り組みに問題が多く、人手不足、高齢化に拍車を
かけている現状。　など

平成 30年
10 月～ 12 月期

来期（平成 31年 1月～ 3月）

　
「
信
州
大
学
・
小
諸
市
産
学
官

連
携
協
議
会
」（
小
泉
俊
博
会
長
）

は
、
11
月
29
日
に
こ
も
ろ
プ
ラ
ザ

２
階
会
議
室
で
サ
ロ
ン
を
開
催
し

た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
農
商
工
連

携
」。
信
州
大
学
工
学
部
副
学
部

長
の
千
田
有
一
教
授
が
、
ほ
う
れ

ん
草
・
レ
タ
ス
の
自
動
収
穫
装
置

を
通
し
た
農
業
生
産
性
向
上
に
つ

い
て
講
演
し
た
ほ
か
、
昨
年
11
月

に
ジ
オ
ヒ
ル
ズ
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
オ

ー
プ
ン
し
た
醸
造
責
任
者
の
富

岡
隼
人
さ
ん
が
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

設
立
の
経
緯
や
現
況
に
つ
い
て

話
し
た
。

　

市
内
事
業
所
や
農
業
関
係
者

な
ど
約
30
人
が
参
加
。
講
演
会

終
了
後
は
、
講
師
を
囲
み
ス
ピ

ー
チ
の
内
容
や
そ
の
他
活
動
状

況
に
つ
い
て
な
ど
の
情
報
交
換

と
交
流
会
を
行
っ
た
。

　

同
協
議
会
は
、
平
成
19
年
に

信
大
と
小
諸
市
、当
所
で
発
足
。

こ
れ
ま
で
に
講
演
会
や
市
内
企

業
と
の
共
同
技
術
開
発
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
き
た
。

産
学
官
サ
ロ
ン

�

「
農
商
工
連
携
」
テ
ー
マ
に
開
催

　当所が販売元となっている、「御牧ケ原ポタージュスープ」
の今年度分在庫につきましては、取扱加盟店の皆様のご協
力により先月をもって完売致しました。
　当所の在庫は終了しましたが、引き続き、取扱加盟店に
て購入できますので、お早めにお買い求めください。

●相 談 日：原則、毎月第１木曜日の 13 時半～ 16 時
●場  　所：小諸商工会議所
●申込方法：サテライト相談室開催日の１週間前までに
　　　　　　申し込みください。
●問合せ先：当所中小企業相談所（電話 22・３３５５)

「長野県よろず支援拠点」のサテライト相談室

御牧ケ原ポタージュスープ 今年度分販売終了



   － 10 －

　

京
都
駅
か
ら
近
鉄
京
都
線
に
乗

り
大
久
保
駅
で
下
車
、
そ
こ
か
ら

15
分
ほ
ど
歩
い
た
宇
治
市
の
京

都
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
パ
ー
ク
の
一

角
に
目
立
つ
建
物
が
あ
る
。
そ
の

建
物
は
、
東
側
は
全
面
ガ
ラ
ス
張

り
、
外
観
は
ピ
ン
ク
の
５
階
建
て

で
、「
こ
れ
が
工
場
か
」
と
見
間

違
う
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
美
し
い
建
物
こ
そ
、
今
や

国
内
は
お
ろ
か
、
米
国
の
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
に
お
い
て
も
高
い
評
価

を
受
け
成
長
発
展
し
て
い
る
「
Ｈ

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
株
式
会
社
」
の
本

社
工
場
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
は
自
動
車
部
品
を
製

造
す
る
２
次
下
請
け
企
業
で
あ

り
、
主
製
品
も
ど
こ
で
も
で
き
る

よ
う
な
少
品
種
大
量
生
産
部
品
で

あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
こ
に
移
転

す
る
前
ま
で
の
工
場
は
い
わ
ゆ
る

３
Ｋ
職
場
で
、
社
員
の
大
半
は
油

ま
み
れ
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
取
引
先
か
ら
の
低
単

価
発
注
は
日
常
的
で
あ
る
ば
か
り

か
理
不
尽
な
取
引
を
強
要
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
不
安
定
な
経
営
を

ホテル、レストランのような美しい工場の
『ＨＩＬＬＴＯＰ株式会社』

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
大
学
を
卒
業

し
、
母
親
に
強
く
請
わ
れ
入
社
し

た
現
副
社
長
で
あ
る
山
本
昌
作
氏

は
、「
こ
ん
な
仕
事
は
楽
し
く
な

い
」「
面
白
く
な
い
」
と
考
え
、

脱
下
請
け
・
脱
取
引
先
依
存
の
経

営
に
か
じ
を
切
る
こ
と
を
決
断

し
、
変
革
に
命
懸
け
で
取
り
組
ん

だ
。

　

そ
の
五
つ
の
変
革
は
「
人
を
変

え
る
」「
本
社
を
変
え
る
」「
つ
く

る
物
を
変
え
る
」「
つ
く
り
方
を

変
え
る
」
そ
し
て
「
取
引
先
を
変

え
る
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
変
革
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
か
っ
た
が
、
山
本
正
範
社

長
や
山
本
昌
作
副
社
長
を
は
じ

め
、
そ
の
変
革
に
呼
応
し
た
社
員

が
命
懸
け
と
も
い
う
べ
く
気
迫
で

取
り
組
ん
だ
。
つ
い
に
は
努
力
と

苦
労
が
実
り
、
今
日
の
繁
栄
に
至

っ
て
い
る
。

　

変
革
の
前
は
、
自
動
車
の
量
産

物
で
競
争
見
積
も
り
的
な
部
品
が

多
数
で
あ
っ
た
。
現
在
の
主
製
品

は
、
小
ロ
ッ
ト
・
高
難
度
・
短
納

期
の
宇
宙
機
器
や
航
空
機
に
加
え

て
、
特
殊
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
部
品
加

工
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
受

注
品
・
開
発
品
の
80
％
は
、
わ
ず

か
１
個
か
２
個
と
い
っ
た
特
注
品

で
あ
り
、
そ
の
取
引
先
の
数
は
、

国
内
だ
け
で
な
ん
と
２
０
０
０
社

を
超
す
と
い
う
。

　

加
え
て
い
え
ば
、
２
０
１
４
年

に
米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
単

独
進
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
す
で

に
全
米
８
０
０
社
以
上
か
ら
の
注

文
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
中
に

は
、
あ
の
「
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
や
「
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
」
さ
ら
に
は
配
車
ア
プ
リ
で
著

名
な
「
ウ
ー
バ
ー
」
か
ら
の
注
文

も
あ
る
と
い
う
。

　

先
般
、
機
会
が
あ
っ
て
、
同
社

の
本
社
工
場
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
折
、
驚
い
た
こ
と
は
、
工

場
で
あ
り
な
が
ら
食
堂
は
も
と
よ

り
、
生
産
現
場
も
ま
る
で
ホ
テ
ル

の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
に
す
て
き

な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
食
事
を
し
て
い
る
社

員
た
ち
の
自
信
と
幸
せ
に
満
ち
満

ち
た
目
つ
き
・
顔
つ
き
を
い
ま
だ

に
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
会

長　

坂
本
光
司
）

こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

�

理
事
長　

小
林�

敬
志

小
諸
青
色
申
告
会　

�

会
長　

別
府�

福
雄

（
一
社
）
佐
久
法
人
会
小
諸
支
部

�

支
部
長　

塩
川�

秀
忠

大
浅
間
火
煙
太
鼓
保
存
会

�

会
長　

小
林�

敬
志

小
諸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会

�

会
長　

渡
辺�

頼
雄

佐
久
溶
接
協
会

�

会
長　

柳
澤�　
章

小
諸
機
工
同
友
会

�

会
長　

室
賀�　
信

小
諸
商
店
会
連
合
会

�

会
長　

清
水�

良
英

小
諸
職
業
安
定
協
会

�

会
長　

塩
川�

秀
忠

自
動
車
整
備
振
興
会
小
諸
分
室

�
分
会
長　

美
齊
津
昌
行

新春誌上名刺交換
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▽
７
日
（
月
）

・
年
末
調
整
個
別
相
談
会　
（
10
時
～
16
時
）

▽
８
日
（
火
）

・
年
末
調
整
個
別
相
談
会　
（
10
時
～
16
時
）

・
税
務
相
談　
（
13
時
～
）

▽
９
日
（
水
）

・
経
営
相
談　
（
９
時
～
）

▽
10
日
（
木
）

・
法
律
相
談　
（
13
時
半
～
）

▽
15
日
（
火
）

・
労
務
年
金
相
談　
（
13
時
～
）

▽
16
日
（
水
）

・
青
年
部
新
年
会　
（
19
時
～
）

▽
17
日
（
木
）

・
常
議
員
会　
（
15
時
～
）

・
女
性
会
新
年
会　
（
18
時
～
）

▽
21
日
（
月
）

・
登
記
法
律
相
談　
（
13
時
～
）

▽
22
日
（
火
）

・
機
工
同
友
会
新
年
会　
（
18
時
～
）

▽
29
日
（
火
）

・
臨
時
議
員
総
会
、、
新
年
セ
ミ
ナ
ー
、
新
年

　

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー　
（
15
時
～
）

月１

　
「
商
工
こ
も
ろ
」
に
３
ヵ
月
に
１
度
掲
載
し
て
い
る
「
景
況
調
査
報
告
」
は
、

平
成
５
年
か
ら
開
始
し
た
。
こ
の
調
査
は
当
時
、
全
国
の
商
工
会
議
所
に
先
駆
け

て
始
め
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
知
る
人
は
当
所
職
員
で
さ
え
数
少
な
く
な
っ
た
。

　

当
時
、「『
Ｄ
・
Ｉ
』
と
は
何
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、

こ
の
言
葉
（
デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
も
徐
々
に
浸
透
し
、
数
字

の
陰
に
隠
れ
て
い
る
景
気
動
向
を
感
覚
的
に
把
握
し
て
い
る
経
営
者
も
多
く
な
っ

た
よ
う
だ
。

　

調
査
は
、
市
内
２
０
０
の
会
員
企
業
の
協
力
を
得
て
、
こ
こ
３
ヵ
月
間
の
景
気

動
向
に
つ
い
て
書
類
調
査
を
実
施
。
回
答
の
あ
っ
た
調
査
票
を
元
に
、
今
期
の
状

況
と
来
期
の
見
通
し
に
つ
い
て
売
上
、
経
常
利
益
を
示
し
て
い
る
が
、
以
前
は
数

字
だ
っ
た
も
の
を
、
一
昨
年
の
誌
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
お
天
気
マ
ー
ク
の
表

示
に
変
更
。
こ
れ
が
な
か
な
か
好
評
を
得
て
い
て
、
協
力
企
業
へ
の
感
謝
は
も
と

よ
り
、
そ
れ
を
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
掲
載
、
報
告
し
て
い
く
姿
勢
を
改
め
て

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松村 清美 さん（50）

遊
休
農
地
と
空
き
店
舗
を
活
用

　市町の旧衣料品店を再利用し、ワイナリーと宿
泊施設の機能を兼ね備えた「城下町ワイナリー＆
ステイ」を開設しました。
　私は、りんごの果汁を発酵させた発泡酒「シー
ドル」の販売を 3 年前から軽井沢町に立ち上げた
会社で手掛けてきました。縁あって糠地で後継者
不在のりんご畑を借り、ここで収穫した「ふじ」「シ
ナノスイート」などの品種を原料にしているのが

『アンシードル』。これまで松川町のワイナリーで
醸造していましたが、醸造から瓶詰作業まで行え
るこの施設で、新たに取り組むワインと合わせて
自社醸造を始めることになりました。
　畑探しをした際、荒廃していく農地や、街中の
空き家や空き店舗の存在がもったいないと感じま
した。その受け皿として形にしたのがこの施設で
す。観光客やワイナリーに興味のある人に、城下
町小諸への関心も深めてもらえたらと考えている
ところです。
　この建物を購入したのは昨年の春。小諸市の空
き店舗活用補助金を利用しましたが、ワイナリー
の設備はクラウドファンディングも活用しまし
た。「城下町の空き家をワイナリーにしたい」と
情報発信したところ、1 ヵ月半で多くの出資申し
込みがあり、中心市街地のにぎわいづくりや、空
き店舗の再利用を進める役割としても期待され、
勇気をもらっています。

「城下町ワイナリー＆ステイ」を開設

■
事
業
所
名
変
更

・
㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
長
野
中
央
ホ
ン

ダ
グ
ロ
ス
長
野
小
諸
セ
ン
タ
ー

　

↓
・
㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
長
野
中
央
中
古

車
業
販
課

■
連
絡
先
変
更　

・
レ
ス
ト
ラ
ン
車
留
夢

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
５
・
４
８
６
９

■
代
表
者
名
変
更

・
藤
森
住
建
㈱　

　

 

代
表
取
締
役　

藤
森
孝
宏

■
所
在
地
変
更

・
㈱
川
勝
電
気

 

小
諸
市
御
影
新
田
２
２
０
３
―
４

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
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加
盟
店
で
買
い
物
を
す
る
と
百
円
に
つ

き
１
枚
発
行
し
て
い
る
の
が
、
カ
エ
ル

の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
「
は
っ
と
く

シ
ー
ル
」。
こ
の
シ
ー
ル
を
台
紙
１
冊
分

（
２
５
０
枚
）
貼
る
と
、
加
盟
店
で
３
０
０

円
の
買
い
物
に
使
え
た
り
、
優
待
旅
行
や

景
品
が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
合
わ
せ
て
、
金
融
機
関
に

預
金
も
可
能
と
い
う
特
典
付
き
だ
。

　

組
合
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
58
年
。
当

時
は
、
全
国
的
に
値
引
き
合
戦
が
横
行
し

て
い
た
が
、
と
も
す
れ
ば
共
倒
れ
に
な
り

か
ね
な
い
値
引
き
に
傾
か
ず
、
利
益
を
利

用
客
に
還
元
し
て
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化

を
目
指
し
た
取
り
組
み
だ
っ
た
。
こ
の
姿

勢
が
市
民
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
、
感
謝
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
1
泊
２
日
の
草
津
温
泉

バ
ス
旅
行
は
大
人
気
を
博
し
た
。
現
在
で

は
日
帰
り
旅
行
に
規
模
縮
小
は
し
た
も
の

の
、
毎
年
春
の
「
ち
ょ
い
と
そ
こ
ま
で
ご

招
待
会
」
は
、
今
で
も
根
強
い
人
気
だ
。

　

ス
タ
ン
プ
は
長
年
、
噴
煙
た
な
び
く
浅

間
山
と
梅
の
花
が
描
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
だ

っ
た
が
、
同
様
の
ス
タ
ン
プ
事
業
を
行
っ

て
い
た
全
国
の
商
店
街
で
カ
ー
ド
化
が
進

む
な
ど
、
ス
タ
ン
プ
事
業
は
転
換
期
に
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
平
成
15
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
た
。
シ
ー
ル
の
イ
ラ
ス
ト
は
、

こ
の
時
か
ら
「
発
行
し
た
ス
タ
ン
プ
が
加

　

今
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
全
盛
期
。
買
い

物
で
受
け
ら
れ
る
値
引
き
や
ポ
イ
ン
ト
加

算
サ
ー
ビ
ス
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ

て
い
る
が
、
未
だ
に
ス
タ
ン
プ
方
式
の
ア

ナ
ロ
グ
型
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
が
、
こ

も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
だ
。

平成最後、新年最初の運試し！

はっとくシール

「お年玉抽選会」

盟
店
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
」
と
の
願
い

を
込
め
て
カ
エ
ル
に
変
更
。
名
称
も
「
は

っ
と
く
シ
ー
ル
」
に
変
更
し
た
。
そ
れ
で

も
、「
お
年
寄
り
で
も
わ
か
り
や
す
い
」「
シ

ー
ル
を
貼
る
楽
し
み
も
残
し
て
い
こ
う
」

と
の
理
由
か
ら
、
発
行
ス
タ
イ
ル
は
変
え

ず
に
や
っ
て
き
た
。
市
内
商
店
の
減
少
も

あ
っ
て
、
加
盟
店
は
現
在
約
50
店
舗
。
そ

れ
で
も
、「
お
客
様
が
利
用
し
て
く
だ
さ
る

限
り
は
継
続
し
て
い
こ
う
」
と
頑
張
っ
て

い
る
。

　

元
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
お
年
玉
抽
選

会
」
は
、
毎
年
恒
例
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
。

牛
肉
や
越
前
ガ
ニ
な
ど
豪
華
景
品
が
当
た

る
が
、
い
ず
れ
も
加
盟
店
で
取
り
扱
っ
て

い
る
商
品
。
例
え
ば
、
灯
油
や
市
内
共
通

タ
ク
シ
ー
券
な
ど
は
、
全
国
チ
ェ
ー
ン
の

大
型
店
で
は
お
目
に
掛
か
れ
な
い
発
想
内

容
。
地
域
の
加
盟
店
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

企
画
と
も
い
え
る
。

　

応
募
方
法
は
、
は
っ
と
く
シ
ー
ル
20

枚
を
専
用
の
応
募
用
紙
に
張
貼
っ
て
加
盟

店
に
提
出
す
る
だ
け
。
特
賞
の
ほ
か
に

も
、
５
０
０
０
円
分
、
２
０
０
０
円
分
、

１
０
０
０
円
分
の
買
物
券
が
当
た
る
。

　

今
回
の
チ
ラ
シ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は

「
平
成
最
後
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ
チ
ャ
ン
ス
！
」。
組

合
で
は
「
新
年
最
初
の
運
試
し
も
兼
ね
て

挑
戦
を
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。


